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三
月
半
ば
に
、
六
本
木
の
泉
屋

博
古
館
分
館
に
小
川
千せ

ん

甕よ
う

展
を
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
見
に
行
っ
た
。

千
甕
は
聖
護
院
洋
画
研
究
所
に
お

い
て
浅
井
忠
の
晩
年
の
弟
子
で
あ

り
、
学
生
の
頃
か
ら
気
に
な
っ
て

い
た
画
家
だ
が
、
こ
れ
ま
で
作
品

を
全
体
的
に
見
る
機
会
に
は
恵
ま

れ
な
か
っ
た
。
野
地
耕
一
郎
館
長

に
よ
る
と
、
初
め
て
の
回
顧
展
と

の
こ
と
だ
。

　

仏
画
師
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、

大
正
末
期
に
洋
画
か
ら
南
画
に
転

じ
る
と
い
う
異
例
の
道
を
歩
ん

だ
千
甕
だ
が
、
こ
の
展
覧
会
で

と
り
わ
け
興
味
を
惹
か
れ
た
の

は
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し

て
間
も
な
く
手
が
け
た
手
彩
色
版

画
の
連
作
『
西
洋
風
俗
大
津
絵
』

（
一
九
一
四
年
）
で
あ
る
。
漫
画

的
で
実
に
愉
快
な
素
朴
絵
で
あ

る
。
千
甕
は
日
本
画
、
工
芸
デ
ザ

イ
ン
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

絵
を
試
み
、ま
さ
に
「
縦
横
無
尽
」

に
制
作
し
た
画
家
で
あ
る
。
な
ぜ

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
民
画
で
あ

る
大
津
絵
の
独
特
の
泥
絵
技
法
と

筆
致
を
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
様
々
な
風
俗
に

応
用
し
た
の
だ
ろ
う
と
一
瞬
思
っ

た
が
、
展
覧
会
の
一
角
に
そ
の
疑

問
を
解
く
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
彼
の
師
匠
で
あ
る
浅
井
忠
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

大
津
絵
模
様
の
漆
器
菓
子
皿
と
、

千
甕
に
よ
る
そ
の
図
案
の
写
し
で

あ
る
。
原
始
的
な
大
津
絵
に
興
味

を
抱
い
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
浅

井
忠
の
影
響
だ
っ
た
。

　

浅
井
は
一
九
〇
二
年
、
フ
ラ
ン

ス
留
学
後
に
権
威
あ
る
東
京
美

術
学
校
の
教
授
職
を
辞
し
、
工
芸

に
挑
戦
す
る
た
め
に
京
都
に
移
っ

て
、
大
津
絵
の
素
朴
な
デ
ザ
イ
ン

の
素
晴
ら
し
さ
に
め
ざ
め
た
。
古

大
津
絵
を
熱
心
に
蒐
集
し
、
弟
子

た
ち
に
も
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
。

亡
く
な
る
直
前
に
は
「
此
頃
大
津

絵
を
手
に
入
れ
し
に
無
邪
気
な
る

画
法
今
人
の
為
し
能
は
ざ
る
処
に

候
」
と
、
大
津
絵
の
意
匠
の
面
白

さ
に
対
し
て
礼
讃
す
る
言
葉
を
残

し
て
い
る
（
俳
人
・
水
落
露
石
へ

の
大
津
絵
絵
葉
書
、
一
九
〇
七

年
）。
病
床
で
描
い
た
絶
筆
が
大

津
絵
の
素
描
で
あ
る
こ
と
は
意
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
民
藝
運
動

の
柳
宗
悦
た
ち
が
大
津
絵
に
注
目

す
る
二
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
で

あ
る
。 

　

浅
井
忠
の
門
下
で
大
津
絵
に
関

心
を
寄
せ
た
洋
画
家
は
何
人
も
い

る
。澤
部
清
五
郎
も
そ
の
一
人
で
、 

浅
井
の
没
後
に
形
見
と
し
て
譲
り

受
け
た
と
思
わ
れ
る
江
戸
の
大

津
絵
「
鬼
の
行
水
」
が
京
都
の
画

廊
に
あ
り
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
最
近
フ
ラ
ン
ス
で
出

版
し
た
、
大
津
絵
に
つ
い
て
の
拙

著
『O

T
SU

-E

』（『
日
本
の
民
画
・

大
津
絵
』
ピ
キ
エ
社
）
に
、
こ
の

浅
井
旧
蔵
の
絵
を
紹
介
し
た
。
雲

に
ふ
ん
ど
し
を
掛
け
て
据
風
呂
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
赤
鬼
の
滑
稽

な
表
現
は
浅
井
の
お
気
に
入
り
の

画
題
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

も
う
一
人
の
浅
井
の
弟
子
は
、

近
代
洋
画
の
巨
匠
、
ル
ノ
ワ
ー
ル

や
ピ
カ
ソ
と
交
流
し
た
梅
原
龍
三

郎
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術

館
に
優
れ
た
日
本
美
術
品
が
少
な

い
こ
と
を
憂
え
て
い
た
梅
原
は
、

六
〇
年
代
に
パ
リ
の
ギ
メ
東
洋
美

術
館
へ
初
期
の
大
津
絵
「
青
面
金

剛
」
と
「
藤
娘
」
を
寄
贈
し
た
。

曾
孫
の
嶋
田
華
子
さ
ん
に
、
大
津

絵
と
近
代
西
洋
画
に
触
れ
た
梅
原

の
文
章
が
あ
る
こ
と
を
最
近
教
え

て
い
た
だ
い
た
（「
大
津
絵
に
就

て
」一
九
二
九
年
）。
梅
原
に
と
っ

て
大
津
絵
は
「
自
分
の
為
に
は
よ

く
学
ぶ
べ
き
手
本
」
で
あ
り
、
単

純
化
さ
れ
な
が
ら
も
力
強
く
、
無

邪
気
で
潑
剌
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
特
に
気
に
入
っ
て
い
た
。「
マ

チ
ス
の
画
に
大
津
絵
に
似
た
味
が

あ
る
が
及
ば
な
い
」
と
い
う
言
葉

は
印
象
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

簡
素
な
が
ら
み
ご
と
に
本
質
を
捉

え
る
大
津
絵
に
は
、
東
洋
的
な
油

絵
を
追
求
し
た
梅
原
の
世
界
に
通

ず
る
精
神
が
う
か
が
え
る
。 

　

大
津
絵
の
大
胆
な
描
き
方
の
前

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

を
連
想
し
、
自
国
の
古
い
民
画
を

新
鮮
な
目
で
見
直
し
た
画
家
は
他

に
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
末

に
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
画
家
の
中

で
大
津
絵
を
「
ま
る
で
ロ
ダ
ン
だ

ね
」
と
言
っ
た
人
物
が
い
た
（
水

落
露
石
『
大
津
絵
集
』
一
九
一
二

年
）。
ま
た
、
七
〇
年
代
に
「
民

画
の
至
宝　

大
津
絵
展
」
や
「
江

戸
と
明
治
の
民
族
美
術
展
」
と

い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を
し
た

伝
説
の
画
商
・
羽
黒
洞
の
木
村
東

介
も
大
津
絵
を
「
日
本
フ
ォ
ー
ビ

ズ
ム
の
原
点
」で
あ
る
と
唱
え
た
。

　

こ
う
し
て
、
明
治
の
浅
井
忠
か

ら
、
大
正
の
岸
田
劉
生
、
昭
和
の

鳥
海
青
児
や
岡
本
太
郎
ま
で
、
フ

ラ
ン
ス
美
術
に
憧
れ
た
多
く
の
洋

画
家
た
ち
が
大
津
絵
の
プ
リ
ミ

テ
ィ
ブ
な
表
現
に
心
打
た
れ
た

り
、
学
ん
だ
り
し
た
こ
と
は
、
今

や
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

江
戸
の
大
津
絵
に
惹

か
れ
た
洋
画
家
た
ち

ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ

（
日
仏
会
館
・
フ
ラ
ン
ス
日
本

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
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